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Ⅰ 令和元年度 八戸市少年相談センター相談状況について 

 
 
 
 
 
 
 
令和元年度中に受理した相談件数は、電話相談６７件、来所相談１８件の計８５件

であった。前年度の相談件数８６件を１件下回ったものの、直近５年間で最多であっ

た前年度とほぼ同数となっている。 

また、相談対象を性別にみると、男子は４４件で昨年度の４０件に比べ４件増え、

女子は４１件と、昨年度の４６件より５件減少した。 

 過去５年間の電話・来所相談を合わせた相談対象少年を学職別にみると、下のグラ

フになる。 

 

 

 学職別にみると、小学生が２４件（昨年度３８件）で、昨年度に比べ１４件の減少、

中学生は３３件（昨年度３０件）で、昨年度に比べ３件の増加、高校生は２８件（昨

年度１７件）で、昨年度に比べ１１件の増加となっている。 

元年度は、前年度に比べて小学生の相談件数が大幅に減少した反面、高校生の相談

件数が大幅に増えたほか、中学生の相談も増加傾向にあった。相談件数全体に占める

学識別の相談件数割合は、小学生が２８％、中学生が３９％、高校生が３３％となっ

ている。 
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八戸市少年相談センター（市教育委員会教育指導課内…市庁本館５階） 

                          ※ 20 年度より社会教育課から教育指導課へ移行 

     相談方法：電話相談、来所相談 

      相談日時：月～金曜日 10:00～17:00 (祝日・年末年始を除く) 

      電話番号：43－2142 
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相談内容を分類すると、下のグラフになる。 

  

元年度について相談の内容別に見ると「学業・職場問題」が一番多く、７４件(女子

３６件)、「家庭問題」が１０件（女子４件）、「非行問題」が１件（女子１件）寄せら

れた。「健康問題」についての相談はなかった。 

「学業・職場問題」の項目中最も多く相談が寄せられたのは「不登校」であり、小

学生２１件、中学生８件、高校生２７件であった。    

このうち､入学前から持病等のある母親が、子どもと一緒に隣県の実家に引きこも

り、長期にわたり不登校状態であった小学生のケースでは、以前から、学校が児童相

談所等と連携して取り組んだが、不登校の改善には至っていなかった。そこで学校は

八戸市スクールソーシャルワーカー活用事業が開始された３年前から同事業を活用

したほか、市教育委員会関係課とも連携、ケース会議を重ね、目標を共有して協働し

た。母親等も出席したケース会議の開催も実現し、“当該児童が学びたいときに通学

でき、学校等の教育機関も自宅に足を運んで学習等の支援が出来る環境”に児童を置

くことができるように改善することができた。母親の通院も継続でき、子どもに安心

を与えた。当該児童には「中学校（適応指導教室）に行きたい。」という希望も芽生え

卒業式に出席して自分の手で卒業証書を受け取ることができた。 

中学生の問題行動及び家庭の経済的な問題に関わるケースでは、「高校に進学して

学びたい。」という生徒の思いを学校とスクールソーシャルワーカーが受け止めて地

域の民生委員や生活福祉課等と連携することにより、進学に対する保護者の理解が得

られ、公立高校進学の道が開かれた。 

また、親子関係の問題（愛着形成の躓き）が背景にあると考えられる高校生の不登

校の相談が増えている。相談してくる保護者等の話に耳を傾けていると、失敗や躓き

を成長につなげる教育、そして心や情が通い合う対話のある“家庭環境、学習・学級

環境”づくりが、“居場所づくりと絆づくり”の要であると、各ケースが知らせてく

れている。 

今後の課題として、各学校は“子どもの貧困”問題について注視し、児童生徒の困

り感が深刻化したり、問題行動として表面化する前に、スクールソーシャルワーカー
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を活用して、これを事前に察知し、対応できるような研修等を実施する必要がある。 

相談内容を小・中・高校生別にみると、次のようになる。 

 

学 識 別 最多相談内容 それ以外の相談内容 総件数 

小 学 生 不登校（２１件） いじめ（１件）その他（２件） ２４件 

中 学 生 不登校（８件） 

学業成績（２件）進路関係（５件）異性関係（１

件）友人関係（１件）いじめ（３件）家庭内暴力

（１件）しつけ（２件）家庭不和（２件）その他

（８件） 

３３件 

高 校 生 不登校（２７件） その他（１件） ２８件 

 

相談者として最も多かったのは母親で、のべ３８人（全体の４３％）、次に多かった

のは学校関係者からで、のべ３７人(約４２％)、次に父親からで、のべ８人（約９％）

と、昨年度とほぼ同じ傾向であった。 

スクールソーシャルワーカー事業は３年目を迎え、各学校における困り感の吸い上

げや解決に向けた対応が適切に行われている状況がうかがえる。今後もスクールソー

シャルワーカーが各学校で多様な視点から子どもを広く捉え、学校を支援していくこ

とが期待される。 
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Ⅱ 令和元年度 街頭指導の状況について 

   令和元年度中の街頭指導については、新型コロナウィルス感染拡大防止のため 

令和２年３月以降の活動を中止していることから、平成 31 年４月から令和２年２

月までの実績に基づく集計・分析結果となっている。 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

下のグラフは、過去５年間の街頭指導少年数（声掛け指導）の年度別推移を示し

たものである。元年度の指導少年数は 1,009 人（男子 555 人 女子 454 人）で、昨

年度の 771 人と比べ、238 人の増加となった。（日中、夜間とも通常指導時の指導数

が増加。）今後も引き続き、子どもたちの問題行動や非行の未然防止のために挨拶や

思いやりのある言葉を交えた声掛けを積極的に行っていく。 
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街頭指導について 

     指導員 人 数：146 名（教育長委嘱） 

     構成メンバー：各地区青少協代表、小・中・高等学校の教員、 

          小・中学校のＰＴＡ、大型店舗職員 

     指 導 場 所：市中心商店街、ＪＲ本八戸駅・八戸駅周辺、 

                   地区のお祭り会場、大型店舗、など 

     指 導 時 間：・女性通常指導…14:00 から(平日、土曜日) 

                   ・男性通常指導…19:00 から(平日) 

                   ・特別指導…その他、時期、場所、状況にあわせて 

     指 導 回 数：年間で、延べ 221 回 

                    通常指導(153 回)、職場指導大型店舗(40 回)、 

                    地区のお祭りや長期休業等(28 回) 
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 過去５年間の街頭指導少年数を学職別にみると、下のグラフになる。 

 

 過去５年間の街頭指導少年数の学職別（小学生・中学生・高校生）比の推移をみる 

と、下のグラフになる。 
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元年度の指導少年数は、昨年度に比べ、中学生は増加し、小学生は減少している。 

 過去５年間の指導少年を行為別の人数でみると、下のグラフになる。 

 

○ 「遊技場への出入り」は、昨年度の 26 人に対し、元年度は 54 人（女子 21 人）

と大幅に増加した。学職別に見ると、小学生９人、中学生 18 人、高校生 26 人とな

っており、小学生は減少し、中学生、高校生は増加に転じた。総数増加の要因には

昨年８月 10 日、中心街に新規遊技場が出店した影響があるものと推察される。    

巡回指導中、姿勢、態度、服装に問題があるなど、ぐ犯性が高い少年、家庭環境

等により、居場所がない少年の徘徊、蝟集、問題行動は確認されず、遊技場が持つ

“不良交友、喫煙、恐喝といった非行の温床”というかつてのイメージは年々薄れ

つつあるが、指導員からは「保護者が買い物中、子どもを一人で遊技場に待たせて

いる。」との報告が複数寄せられており、指導員による“目”が、青少年健全育成と

平行して、児童の連れ去り防止といった犯罪抑止にも生かされていることがうかが

われた。１９時以降、遊技場に入場している小・中学生の報告はなかった。 

○ 「カラオケ店への出入り」は、平成 29 年度から継続して指導報告がないものの

個室という密室空間で喫煙等の非行が行われている可能性がある。しかしながら店

舗内に立ち入り、各個室の巡回指導を行うことはできないことから、入店時、又は

店舗前で待ち合わせをしている中・高校生にタイミング良く声掛けすることで非行

の未然防止を図っていく。 

○ 「パチンコ店への出入り」、「不良交友」、「喫煙」、「飲酒」、「薬物使用」、「怠学」

「不健全性的行為」への指導報告はなかった。 

○ 「その他」については、昨年度より 213 人増加し、955 人であった。 

その内容はふれ合いのための会話がほとんどであるが、危険な行動や非行に発展

する恐れがある行動への注意喚起、呼びかけも散見された。 

元年度中の危険な行動や非行に発展する恐れがある行動に対する注意喚起、呼び

かけについては、具体的に次のような報告がなされている。 
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 ・ 中心街商業施設で午後７時の閉店後、店内を巡回していたら、６階に女子高校

生が２人いたので、声掛けして退店させた。 

 ・ 中心街商業施設でゲームをしていた中学生に声掛けしたところ、１人が月に５

万円の小遣いをもらっていると話していた。 

・ 中心街商業施設２階の空き店舗にて、女子高校生２人がダンスの練習をしてい

たので、使用許可を得なければならないことを説明し、見守った。 

・ 七夕祭りの開催中、中心街の商業施設で午後９時の閉店時間を過ぎても居座り

続ける少年に対し、帰宅するよう促した。 

・ 中心街商業施設のゲームコーナーに女子中学生２人が向かおうとしていたた

め、午後７時以降は保護者の同伴が必要であることを伝え、入場を止めた。 

・ 中心街遊技場の店員が、高校生がエアコンの温度設定を何度も下げて困ってい

ると話していた。 

・ 中心街商業施設で３人組の高校生がタピオカを口から床に吐き出していたこと

から、注意、指導した。 

・ 中心街公共施設２階で高校生カップルがキスをしていた。 

・ 中心街商業施設で午後７時の閉店後、６階のフードコートにてスマホゲームを

していた男子高校生がいたことから退店を促したが、同階一巡後にもまだその場

にいたため、注意した。 

・ 郊外大型商業施設のゲームコーナーで、男子小学生がゲームをしながら乳母車

に乗っている弟の子守をしていた。 

・ ビルの防火扉の前に自転車を駐輪しようとしていた少年に注意・指導し、自転

車を移動させた。 

・ 中心街商業施設２階の薄暗い立入禁止エリアに入り込み、化粧をしている女子

高校生がいたことから、声掛けして一般用のトイレに移動させた。 

 

平成 27 年度からの街頭指導少年の月別人数をみると、下のグラフになる。 
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また、５年間の月ごとの少年指導平均数は、次のようになる。 

 

元年度は、下校途中の小・中学生、高校生への声掛け、公園等で遊ぶ小学生への声

掛けが数多くなされた。学校が長期休業中の月は遊技場への巡回が数多くなされ、遊

んでいる少年多数に声を掛けることができた。 

巡回コースについては、地域情報や警察情報を参考にして見直しを図るなど、より

有効なものとなるように設定している。 

今後も当センターと指導員の一体感を高め、指導員間の連携を強くするなど、精力

的に青少年の健全育成、児童・生徒の見守りにあたり、安全で安心なまちづくりに貢

献していく。 
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49 9 15 9 10 16 21 9 34 56 228
4 3 7 5 5 9 6 5 19 24 87
5 4 2 9 3 1 2 5 31
3 1 1 1 2 5 13

2 1 3
1 1 2

1 2 1 1 1 6
1 1 2
1 8 5 1 1 8 2 6 1 33
1 2 1 6 1 2 1 14
7 5 6 8 7 9 4 5 7 4 62
3 2 3 6 1 3 4 2 24
18 20 20 6 7 11 7 15 19 5 128
5 2 3 2 2 2 2 9 3 30
81 49 49 28 38 41 42 32 69 74 503
17 7 9 11 10 18 17 11 37 36 173

2 1 1 3 1 1 9
1 1

3 1 2 3 1 5 3 2 20
1 1 1 2 2 1 8

1 1 2
0

4 1 2 5 11 1 3 2 29
1 1 4 4 2 12

24 43 33 8 8 12 4 10 9 5 156
6 3 4 2 1 2 6 6 3 33
30 48 37 13 14 27 5 20 12 10 216
11 6 4 6 6 7 2 10 8 4 64

1 1 2 1 2 7
0

1 1
1 1

2 2
1 1
3 1 2 1 1 2 0 0 1 0 11
1 0 0 1 0 0 0 0 0 0 2

117 103 91 44 55 73 48 52 86 85 754
29 13 14 19 16 26 19 21 46 41 244

２   少年相談状況１０年間の比較（平成２２年度～）　　点線の下側は内数で女子数

③

令和
元
年
度

平成
３０
年
度

平成
２９
年
度

平成
２８
年
度

平成
２７
年
度

平成
２６
年
度

　　　　　　　　年　　度

相　談　内　容

１
非
行
問
題

⑤

⑥ 犯 罪 被 害

小 計

①

②

３
家
庭
問
題

③

④

⑤

小 計

し つ け

家 庭 不 和

①

②

①

家 庭 内 暴 力

２
学
業
・
職
場
問
題

学 業 成 績

怠 学

不 登 校

小 計

い じ め

⑨ そ の 他

④

友 人 関 係

仕 事

②

③

進 路 関 係

異 性 関 係⑥

⑦

⑤

合 計

４
健
康
問
題

性

身 体 関 係

そ の 他

小 計

①

ひ き こ も り

そ の 他

②

③

⑧

平成
２２
年
度

平成
２３
年
度

平成
２４
年
度

平成
２５
年
度

合計

⑦

暴 力

家 出 ・ 無 断 外 泊

喫 煙 飲 酒

薬 物 乱 用

窃 盗 ・ 万 引

そ の 他

④

－10－



４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

5 67 39 18 8 88 59 3 3 17 19 326
3 34 19 6 3 39 32 1 3 5 11 156
0 23 24 19 31 5 14 32 8 0 0 156
0 14 10 5 8 1 8 0 2 0 0 48
8 64 31 97 43 46 34 57 72 16 32 500
2 33 8 45 17 23 17 33 35 10 14 237
8 2 2 3 0 10 0 2 0 0 0 27
6 0 0 2 0 4 0 0 0 0 0 12

0
0

21 156 96 137 82 149 107 94 83 33 51 0 1009
11 81 37 59 28 67 57 34 40 15 25 0 454

21 177 273 410 492 641 748 842 925 958 1009 1009 1009
11 92 129 188 216 283 340 374 414 429 454 454 454

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

6 18 18 12 54
3 3 8 7 21

0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0

21 156 96 131 64 149 107 94 65 21 51 955
11 81 37 56 25 67 57 34 32 8 25 433

21 156 96 137 82 149 107 94 83 33 51 0 1009
11 81 37 59 28 67 57 34 40 15 25 0 454

21 177 273 410 492 641 748 842 925 958 1009 1009 1009
11 92 129 188 216 283 340 374 414 429 454 454 454

計

累　　計

その他の学生

飲　酒

シンナー等乱用

怠　学

不健全性的行為

パチンコ店出入り

カラオケ店出入り

有・無職少年

計

累　　計

４　街頭指導少年の行為別（月毎）　（元年度）　　   　　　　　　点線の下側は内数で女子数

不良交友

喫　煙

　　　　　　　  月別

行為

月 別 指 導 少 年 数
合計

高 校 生

遊技場出入り

活
動
な
し

その他

中 学 生

合計
月 別 指 導 少 年 数

３　街頭指導少年の学職別（月毎）　（元年度）　   　　　　　　　点線の下側は内数で女子数

          　　　月別

学識

小 学 生

活
動
な
し

-11-



9 18 26 1 54
2 4 15 0 21

0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0

317 138 474 26 955
155 44 222 12 433

326 156 500 27 0 1009

157 48 237 12 0 454

その他

計

中学生 高校生
その他の

学生

喫　煙

飲　酒

シンナー等乱用

怠　学

不良交友

小学生

遊技場出入り

パチンコ店出入り

不健全性的行為

５　街頭指導少年の行為別（学職毎）　（元年度）  　　   点線の下側は内数で女子数

有・無職
少年 合計

　　　　　　　学　識
行　為

カラオケ店出入り
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